　　　　　　

第一回鎌倉市自治基本条例策定市民会議フォーラムアンケートまとめ
（自治基本条例策定Ｇまとめ）
集計数51枚のうち3の「自由なご意見と、ご感想をお願いいたします」の設問に対して回答記載していただいた22枚について、下記にその要旨を大別してまとめてみました。

１）基本条例策定作業に関する事柄について

（基本条例と法）
· 自治基本条例にはどの程度の「法的拘束力」、(例えば「罰則」)を盛り込むことが許されるのか。
○基本条例には例えば米軍基地はおかないという具体的な記述が欲しいように思う。　　　　　

○条例策定には地方自治体と憲法の存在、位置付け（憲法　　法律（自治法）　　条令（自治基本条例））という基本構造を、さらに「地方自治の本旨」については団体自治＝対国家であるという各々団体・住民自治の定義を理解しておくことが必要。
（自治基本条例策定の方向性）
○技実的にも難しいがＰＩに取り上げるアイテムは少数に精選し、対象の市民の数は出来るだけ多く。
○市民会議から市民へ、市民からの質問・意見を会議へ、アイテムを取り上げて再び市民へ、一方通行にならないように。この作業には時間と費用と覚悟が必要。
○素案ｏｒ案がまとまる前に①前文②どういう事項をどのような内容で盛り込んでゆくか中間集約が必要。

（礒崎先生の講演について）

○講師が「無くても困らない条例」と説明していたが、それが無かった為現状の閉塞状況を招いた結果となったのであるから,それゆえ制定が必要と思う。

○市民の意見と間接民主主意義について講演では議会、行政の施策を性悪説的に捉えており、さらに「市民の意見」を如何なる手段方法で確認しようとするのか具体的方法が示されていない。古都保存、少子化対策、「市民の意見」を可能にする条例を作ろうとする住民投票を目指すとすれば、住民の付和雷同を招くことであり煽動に載せられ、住民エゴ丸出しの方向となるのは火を見るより明らかであり、間接民主主義に相反するものである。
○自治基本条例を「市の憲法」とした場合、「憲法」の機能の中で最も重要なのは、国家（政府）が国民に対して負うべき義務、責任を表明している点であるが。ところが、礒崎教授の配布資料の中で「市の義務・責務」は、他の項目に比べもっとも簡略に書かれている。理念型、権利保障型など、どのタイプの条例を選ぶにしても、「市の義務」をもっとも重要に位置付けるべきではないか。
○礒崎先生のお話は私たち何もわからない者にも手にとるように分かる話し方でとてもよかった。

（情報公開）
「政策作決定の参画」が言われているが、市民が参画したくても行政が情報を独占している限り、参画の道はほぼ閉ざされている。市の情報公開制度は県内の他市に比べても不十分であり、フォーラムで論ずるべきである。
（市財政と行政の責務・市民の協力）
○市民と行政との協力関係を「市民サービスと効率化」を例とすれば「市民サービス」は行き過ぎるとコスト高になり、市民への過剰サービスになる。「効率を進めること」が財政上の調整が必要であることを行政の責務と市民の協力として捉え、市民は責務として良識を持って対応すべきであり、行政も市民サービスで出来ること出来ないことを市民に良く説明して実施する責任がある。

２）運用面についての感想・意見
○次の時代を担う若い人達の意見も十分に聞いて欲しい。

○鎌倉市は観光都市でもあるので外部の方の意見も参考にすべき。

○今日のフォーラムに参加させていただきとてもよかった。

○検討、討議のプロセスを大切に！

○情報公開、市民参画、平和、自然尊重、歴史伝統の重視、文化の街作り、絶えざる改革―鎌倉精神などをうたって欲しい。さらに各地に健全なコミュニティを育ててゆき、鎌倉各地の環境が美しく充実してゆくこと。
（時間設定について）
○パネリストが多すぎる。時間が足りない。

○制定の必要を出来るだけ多くの市民に知らせてもらう働きかけを精力的にして欲しい。

○質疑の時間をとって欲しい。パネリストの意見は長い。

○フオーラムを通じて、自治基本条例の必要性が高まった。これからも、市民の意識向上を図るため、この種のフォーラムを開催したほうがよい。

○鎌倉市は従来よりほどほどの行政を行って来たが、実際には解決すべき問題・課題を含んでいる。今回のフォーラムを通して、又今後開催されるフォーラムを通してこれら内在する問題・課題を考える機会となればと期待する。

○「健やかに豊かに暮らせる街へ」（広報鎌倉）１０月１５日号

「かまくら」に述べられているように、地域住民が主体となってきめ細やかな地域活動が要求されています。

この活動を行政が如何にサポートしていくか？地域住民・行政が共同・協働で取り組むにしても自治基本条例は必要だと考えます。
○パネリストの渋沢さんの発表は現場経験を踏まえた発表で特によかった。

（市に対する要望）
○市は現場（地域）をより知る必要があるのではないか。「市政の基本は現場にあり」

特に課長クラスに要求されます。
○市がもっと分かりやすく情報を公開して欲しい

○出来るだけ多くの人の意見が集約されることを望みます。

○パネラーの方が市民会議に入っていないのが少し残念だった

○市民の共通意識形成の上で役に立ったと思う。

○鎌倉のキーワードは緑の保全、観光都市、防犯・防災と思います。

（時間の設定）
○会場参加者との意見交換の時間不足は良くない。よい条例のためには意見交換が必要！

せっかく多くの方がパネルヂスカッションに出てくださっても全然議論出来なくて残念でした。時間が少ないのでは？

○時間設定が悪いと思います。時間の制約はあると思うが参加者同志での意見交換の時間がもっとあればと思います。パネラーに単に一人一人を述べさせるのなら、レジメを配って読ませ、それを前提にしてデスカッションすれば良いのでは。

○様々な世代の意見が集まるような工夫をお願いします。

